
――従業員の特徴は？
マニュアル化した品質

管理も大切ですが、当社で
は各作業者が社会的責任を自覚
し、それぞれが得意とする作業を
ひとつひとつ確実にこなしていく
ことを大切にしています。
そこでゆっくり時間を掛けて仕
事を覚えるということを取り入
れ、ローテク、ロースピードに信
念と自覚を持って、仕事をこなし
ています。その結果、小さな職人
集団でも、社会に押しつぶされ
ない技能、技術を持っていると
思います。

――若手の育成で力をいれてい
ることはありますか？
毎年、新卒採用を行っています。
５年、10年、15年と長いスパンで
頑張ってくれる人を大切にしてい
ます。
技術を習得していく中で、生き
ることにも自信をつけ、持続力も
養っていく。そのことが将来、世
の中に迷惑を掛けない、人間づく
り、品質づくりに繋がっていくと
考えます。

稼働中のカチオン電着塗装。自動車部品の
みならず、異業種の塗装注文も受ける

従業員の平均年齢は42歳ほど。各工程で
も慣れた手つきで作業する若い人が多い
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――御社で製作し
ている主力製品につ

いてお聞かせ下さい
河野社長 タイヤサービスカー
や起震車など、最近は機器メー
カーとタイアップした車両が多
いですね。

―― これまでの製作車両の中で、
印象に残っているものはあります
か？
30年くらい前になりますが、側
面開放出来るアコーディオントッ
プ車両を当社のオリジナルで製作
していました。小口配送に便利だ
とお客様からも人気で、一時はメ
イン車両でした。

最近では、税関仕様の検査測定
車などがあります。港や空港など
に待機して輸入品のチェックなど
に使用され、武器や麻薬の密輸発
見などに活躍しています。

――設備の中で特徴的なものはあ
りますか？
設備ではないのですが、当社は
３工場あり、それぞれに特徴が違
っています。この東部工場は、一
品架装物がメインで、カチオン電
着塗装工程も備えています。

広島市西区にある西部工場はミ
ニ量産を、茨城にある関東工場は、
営業とサービスの拠点であり、自
社向けアフターフォローの役割を
担っています。

――御社のモットー、今後の抱負
などをお聞かせください。
「社会変化は大きく変わっても、
物づくりの原点というのは、昔と
そう変わらない」を信念に、才能
の有無を問わず、地道に辛抱強く
仕事に取り組める人材を大切にし
て、品質のよい製品を造っていき
たいと思っています。

側面全体がカーテンで覆われている。
小口配送に用いられる

ワイドキャビンには、タイ
ヤ交換に必要な道具が積ま
れている。サイドにはジャ
ッキ入れも付いている

航空関連会社の依頼で製
作したのが最初で、どこ
でも行けるよう、全体が
コンパクトに出来ている
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広島駅からJR呉線で約15分、矢野駅に到着する。そこから車で5分ほど、
広島湾の埋め立て地にある流通工業団地と呼ばれるところに、今回訪問
した東部工場があった。�

広島市内に本拠
地を置く㈱河野ボデ

ー製作所は、1953年の創業から今
日に至るまで、特種車両の製作に
力を注いでいる。創業当初は、専
用荷台、特殊ボデー、幌架装など
を行っていたが、1963年に広島大
州に大州工場を開設すると、㈱広
島マツダの指定工場となり、二次
架装などで事業展開を始める。こ
れにより㈱広島マツダをはじめと
する全国のマツダおよびマツダ系
ディーラーからの特殊架装を受注
することになる。
このマツダ系ディーラーとの関
係は、特種車両製作の技術向上だ
けでなく、どんな要求にも応えら
れる人材育成へと繋がっていく。
特にディーラーの営業マンには、

営業のマニュアル化が進む今日、
臨機応変にお客様の相談に乗れる
河野ボデーの社員は欠かせない相
談役になっている。
1972年に大州第2工場を増設す
るが、1986年に第1、第2工場を合
併し現在ある東部工場を開設す
る。マツダ扱いの特種車両の架装
受注は、東部工場の開設後も拡大
を続け、多様なニーズに応えるた
めに技術・技能向上も図ってき
た。そんな中で生み出されてきた
のが、アコーデオントップや図書
館車であり、現在の起
震車、タイヤサービス
カーなどである。
1993年に東京立川に
関東工場を開設、1997
年には東部工場にカチ

オン電着塗装工場も建設、スチー
ルバン等の板金架装にも対応でき
るものとなった。
最近の10年ほどはマツダ以外の
メーカーの仕事も受注し、更なる
業務拡大に励んでいる。河野社長
は、「工場の開設も設備の導入も
いろいろきっかけがあって、ここ
までやってきた」とこれまでを振
り返る。そこには人と人とのつな
がり、お客様のニーズに応える技
術があり、今日へとつながってい
る。
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DATA
■東部工場

広島県広島市安芸区矢野新町

２丁目3-57

TEL  082-885-1411

FAX  082-885-2270

■資本金　3000万円

■従業員　95名

■事業所規模

本社工場　約3,300㎡

東部工場　約5,200㎡

関東工場　約4,300㎡

■車体工業会加入

1979年（特種部会）

代表取締役

取材／（社）日本自動車車体工業会　事務局次長　瓜谷優一


